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「
う
ら
や
ま
し
い
限
り
だ
」。
私
は
筑
波
大
学
の

キ
ャ
ン
パ
ス
を
散
策
し
な
が
ら
何
度
つ
ぶ
や
い
た
こ

と
だ
ろ
う
。
同
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
東
西
に
約
１

㎞
、
南
北
に
約
４
㎞
。
自
然
に
恵
ま
れ
た
森
の
よ
う

な
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン

ド
と
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
を
合
せ
た
面
積
の
２
・

４
倍
で
あ
る
。
首
都
圏
に
あ
る
大
学
の
狭
苦
し
い

キ
ャ
ン
パ
ス
を
見
慣
れ
た
私
か
ら
す
る
と
何
と
も
羨

望
の
念
を
押
え
き
れ
な
い
。
都
会
の
や
か
ま
し
い
騒

音
も
な
く
木
々
の
緑
に
囲
ま
れ
て
空
気
は
澄
ん
で
い

る
。
広
い
キ
ャ
ン
パ
ス
に
ひ
と
き
わ
目
立
つ
の
が
、

陸
上
競
技
用
の
グ
ラ
ン
ド
、人
工
芝
の
サ
ッ
カ
ー
場
、

ラ
グ
ビ
ー
場
、
野
球
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
そ
れ
に

巨
大
な
中
央
体
育
館
や
柔
道
場
・
剣
道
場
・
水
泳
プ
ー

ル
を
は
じ
め
と
す
る
屋
内
体
育
館
の
数
々
…
。

　

筑
波
大
学
を
語
る
時
、
体
育
専
門
学
群
を
避
け
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
む
し
ろ
優
先
し
て
語
る
べ
き

学
群
の
一
つ
で
あ
る
と
私
は
考
え
る
。
同
学
群
は
全

国
の
国
立
大
学
の
中
で
唯
一
「
ス
ポ
ー
ツ
を
科
学
す

る
」
専
門
学
群
（
学
部
）
と
し
て
異
彩
を
放
っ
て
い

る
。（
教
育
学
部
に
体
育
学
科
を
も
つ
国
立
大
学
な

ど
は
少
な
く
な
い
が
、
体
育
専
門
学
群
（
学
部
）
と

し
て
独
立
し
た
学
問
分
野
を
も
つ
の
は
筑
波
大
学
だ

１
世
紀
を
超
え
る
。
単
に
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
だ
け

で
は
な
い
。
１
０
０
年
余
り
の
間
に
多
く
の
傑
出
し

た
人
材
（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
や
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選

手
）
を
輩
出
し
、
国
内
は
も
と
よ
り
世
界
大
会
な
ど

で
驚
嘆
す
べ
き
結
果
・
実
績
を
残
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
世
界
に
知
ら
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
も
少
な
く

な
い
。
女
子
学
生
の
活
躍
が
目
立
つ
こ
と
も
注
目
に

値
す
る
。
著
名
な
Ｏ
Ｂ
や
Ｏ
Ｇ
を
挙
げ
だ
し
た
ら
き

り
が
な
い
の
で
、
具
体
的
な
名
前
は
記
さ
な
い
こ
と

と
す
る
。（
一
つ
の
例
を
あ
げ
る
。
サ
ッ
カ
ー
部（
蹴

球
部
）
選
手
の
ブ
ル
ー
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
は
胸
に

ク
ッ
キ
リ
と
「Since 1897

」
と
書
か
れ
て
い
る
。

１
８
９
７
年
は
明
治
30
年
で
あ
る
。
日
清
戦
争
勃
発

か
ら
３
年
目
の
年
で
あ
る
。
同
部
は
前
身
の
東
京
高

等
師
範
学
校
以
来
１
３
０
年
も
の
伝
統
を
誇
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
同
大
か
ら
著
名
な
サ
ッ
カ
ー
選
手
を

は
じ
め
監
督
・
コ
ー
チ
な
ど
の
指
導
者
が
多
数
輩
出

さ
れ
て
い
る
。
い
ち
い
ち
挙
げ
れ
ば
際
限
が
な
い
。

体
育
教
師
と
し
て
名
も
な
い
地
方
の
高
校
を
全
国
有

数
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
に
育
て
た
Ｏ
Ｂ
も
枚
挙
に
い

と
ま
が
な
い
。「
日
本
の
サ
ッ
カ
ー
界
は
筑
波
大
学

Ｏ
Ｂ
が
支
え
て
い
る
」と
の
評
価
も
聞
く
の
で
あ
る
。

「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」
で
活
躍
す
る
３
人
の
著
名

な
選
手
が
い
る
の
も
よ
く
知
ら
れ
た
こ
と
だ
。
男
子

サ
ッ
カ
ー
（
蹴
球
）
部
に
比
べ
て
20
年
ほ
ど
の
歴
史

し
か
な
い
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
は
、
昨
年
度
イ
ン
カ
レ

で
準
優
勝
の
快
挙
を
な
し
と
げ
た
。
国
立
大
学
で
は

か
つ
て
な
い
栄
誉
で
あ
る
）。

　

サ
ッ
カ
ー
は
一
例
に
過
ぎ
な
い
。
体
育
学
群
の
学

棟
の
廊
下
に
沿
っ
て
ガ
ラ
ス
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
が
あ

る
。
中
を
の
ぞ
き
見
て
驚
き
を
押
え
ら
れ
な
い
。
筑

波
大
学
が
こ
の
40
年
間
に
全
国
や
関
東
地
方
の
競

技
会
・
イ
ン
カ
レ
な
ど
で
獲
得
し
た
優
勝
の
ト
ロ

フ
ィ
ー
や
タ
テ
さ
ら
に
は
表
彰
状
の
数
々
で
あ
る
。

リ
ボ
ン
に
飾
ら
れ
た
光
り
輝
く
ト
ロ
フ
ィ
ー
や
タ
テ

は
数
え
き
れ
な
い
が
、
ゆ
う
に
50
個
は
超
え
る
だ
ろ

う
。
半
世
紀
に
満
た
な
い
40
年
間
に
、
こ
れ
だ
け
の

優
勝
や
好
成
績
を
重
ね
た
の
で
あ
る
。
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、
サ
ッ

カ
ー
、
ラ
グ
ビ
ー
、
柔
道
、
剣
道
、
陸
上
競
技
…
（
い

ず
れ
も
男
女
と
も
。
順
不
同
）。

　

名
だ
た
る
メ
ダ
リ
ス
ト
た
ち
を
育
て
た
グ
ラ
ン
ド

や
ピ
ッ
チ
そ
れ
に
体
育
施
設
は
実
に
充
実
し
て
い

る
。日
本
の
大
学
に
は
な
か
な
か
見
い
だ
せ
な
い「
ス

ポ
ー
ツ
の
殿
堂
」
と
言
っ
て
も
決
し
て
過
言
で
は
な

い
だ
ろ
う
。
開
学
の
祖
嘉
納
治
五
郎
の「
文
武
両
道
」

の
精
神
が
今
日
に
継
承
さ
れ
て
い
る
と
い
う
と
誇
張

に
な
ろ
う
か
。
し
か
も
、
そ
の
精
神
や
活
動
は
広
く

学
外
に
ま
で
開
か
れ
て
い
る
。
土
曜
日
や
日
曜
日
に

な
る
と
、
つ
く
ば
市
内
と
周
辺
の
幼
稚
園
児
や
小
中

学
生
が
、
グ
ラ
ン
ド
や
ピ
ッ
チ
、
柔
道
場
な
ど
に
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
で
現
わ
れ
る
。
大
学
生
や
大
学
院
生

か
ら
直
接
専
門
的
な
指
導
を
受
け
る
。「
ス
ポ
ー
ツ

指
導
者
に
な
る
た
め
の
社
会
貢
献
で
す
」。
学
生
た

ち
は
笑
顔
を
つ
く
り
な
が
ら
語
る
。
取
材
を
続
け
る

中
で
、「
開
か
れ
た
大
学
」
を
高
く
掲
げ
る
同
大
学

が
学
問
・
研
究
の
「
社
会
・
地
域
貢
献
や
還
元
」
を

重
視
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

〈
筑
波
大
学
体
育
系
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の

倫
理
宣
言
〉
は
ス
ポ
ー
ツ
・
エ
リ
ー
ト
の
凛り

り々

し
い

姿
勢
を
明
確
に
す
る
。

１
、
個
人
の
尊
厳
と
人
権
を
尊
重
し
ま
す
。

２
、
暴
力
行
為
を
根
絶
し
ま
す
。

３
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
防
止
し
ま
す
。

４
、  

ド
ー
ピ
ン
グ
を
防
止
し
、薬
物
濫
用
を
根
絶
し
ま
す
。

５
、
安
全
を
確
保
し
、
事
故
防
止
を
徹
底
し
ま
す
。

６
、  

規
範
を
遵
守
し
、
倫
理
観
の
醸
成
に
努
め
、
積
極

的
に
行
動
し
ま
す
。

◇

　

体
育
専
門
学
群
に
隣
接
し
て
芸
術
専
門
学
群
が
あ

る
。
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
一
帯
は
二
つ
の
学
群
合
わ
せ

て
「
体
芸
エ
リ
ア
」
と
通
称
さ
れ
る
。
芸
術
学
群
も

同
大
学
な
ら
で
は
の
伝
統
と
実
績
を
誇
っ
て
お
り
、

日
本
を
代
表
す
る
芸
術
家
を
多
数
輩
出
し
て
い
る
。

「
美
」
を
追
求
す
る
芸
術
学
、
美
術
、
構
成
、
デ
ザ

イ
ン
の
４
つ
の
分
野
が
あ
る
。
だ
が
音
楽
と
演
劇
の

コ
ー
ス
が
な
い
。
残
念
で
あ
る
。（
芸
術
専
門
学
群

に
特
に
注
目
す
る
の
は
、
私
が
芸
術
を
こ
よ
な
く
愛

す
る
か
ら
で
あ
る
。
明
治
初
期
の
洋
画
の
パ
イ
オ
ニ

ア
高
橋
由
一
は
言
う
。「
絵
事
は
精
神
の
な
す
業
な

り
」。
ま
こ
と
に
「
芸
術
は
長
く
人
生
は
短
し
（Ars 

longa,vitabrevis

）」(

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス)

で
あ
る
）。

定
員
は
１
学
年
１
０
０
人
で
決
し
て
多
く
は
な
い
。

過
半
数
を
女
子
学
生
が
占
め
る
の
も
他
の
学
群
に

は
見
ら
れ
な
い
特
徴
と
い
え
よ
う
。
少
数
精
鋭
の

専
門
教
育
で
あ
る
。
毎
年
２
月
に
茨
城
県
立
つ
く

ば
美
術
館
で
そ
の
年
度
の
卒
業
生
全
員
に
よ
る
卒

業
制
作
展
を
開
催
す
る
。
プ
ロ
の
芸
術
家
の
作
品

と
見
ま
が
う
個
性
豊
か
な
傑
作
や
大
作
が
少
な
く

な
い
。『
筑
波
大
学
概
要
』
は
言
う
。

　
「
広
い
視
野
と
確
か
な
基
礎
学
力
を
持
ち
、
柔
軟

な
発
想
力
と
表
現
力
を
備
え
た
美
術
・
デ
ザ
イ
ン

に
関
す
る
専
門
家
の
育
成
と
い
う
本
学
群
の
教
育

目
標
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
の
４
年
間
の
学
習
成

果
と
な
っ
て
卒
業
制
作
展
に
結
実
し
ま
す
」。
優
秀

作
品
に
は
筑
波
大
学
芸
術
賞
や
茗
渓
会
賞
が
贈
ら

れ
一
部
が
大
学
に
収
蔵
さ
れ
る
。

　

同
学
群
の
ユ
ニ
ー
ク
な
実
践
的
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
「adp

」
が
あ
る
。（
以
下
、
芸
術
系
建
築
デ

ザ
イ
ン
科
貝
島
桃
代
准
教
授
の
助
言
を
い
た
だ
い

た
）。
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
『adp12

』（
発
行
者
柴
田
良

貴
（
同
大
学
芸
術
専
門
学
群
長
））
を
参
考
に
し
、

適
宜
引
用
す
る
。
同
誌
に
よ
れ
ば
、「adp

」
と
は

"Art D
esign Produce"

の
略
称
で
、「
ア
ー
ト
・
デ

ザ
イ
ン
」
を
通
し
て
、
物
事
や
そ
れ
に
関
わ
る
人

を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
い
く
同
大
学
な
ら
で
は
の

授
業
の
一
つ
で
、
学
群
１
年
生
か
ら
４
年
生
、
大

学
院
生
ま
で
参
加
す
る
学
群
あ
げ
て
の
授
業
で
あ

る
。（
１
年
生
か
ら
大
学
院
生
ま
で
一
緒
に
な
っ
て

研
究
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
授
業
は
全
国
の
大
学
の

中
で
も
極
め
て
珍
し
い
）。

　

こ
の
授
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
２
０
０
４
年
に
文
科

省
「
特
色
Ｇ
Ｐ
」
と
の
教
育
改
善
・
改
革
を
目
的

と
し
た
支
援
政
策
に
筑
波
大
学
の
教
育
案
が
選
ば

れ
、「
ア
ー
ト
や
デ
ザ
イ
ン
教
育
に
お
け
る
３
Ｃ
力

の
育
成
」
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、

け
で
あ
る
）。
男
女
学
生
は
１
学
年
定
員
２
４
０
人

で
、
全
国
の
有
名
進
学
校
出
身
者
が
少
な
く
な
い
。

単
に
ス
ポ
ー
ツ
に
優
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
大

学
生
と
し
て
学
業
成
績
に
も
高
い
レ
ベ
ル
を
求
め
ら

れ
る
。
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
に
関
す
る
最
新
の

科
学
的
な
研
究
成
果
を
活
用
し
な
が
ら
、
優
れ
た
運

動
機
能
と
幅
広
い
運
動
経
験
を
も
ち
、
か
つ
保
健
体

育
に
関
す
る
総
合
的
知
識
を
備
え
た
指
導
力
と
活

力
に
富
む
人
間
性
豊
か
な
指
導
者
の
育
成
を
目
指

す
。
卒
業
後
は
保
健
体
育
の
教
師
や
企
業
へ
の
就
職

の
他
、
大
学
院
体
育
学
専
攻
（
定
員
１
２
０
人
）
に

進
み
体
育
学
の
研
究
者
・
大
学
教
官
や
高
い
レ
ベ
ル

の
指
導
者
を
目
標
に
お
く
男
女
学
生
も
多
い
の
で
あ

る
。（『
筑
波
大
学
概
要
』）。
学
生
た
ち
は
明
る
く
大

変
礼
儀
正
し
い
。（
以
下
の
記
述
（
数
字
な
ど
）
は

平
成
26
年
５
月
現
在
で
あ
る
）。

◇

　
「
私
た
ち
の
大
学
は
、
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
優
れ
て
い

る
、〈
い
わ
ゆ
る
体
育
会
系
〉
的
学
生
は
必
要
と
し

ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
学
生
に
は
私
大
の
体
育
学
科
に

進
む
こ
と
を
勧
め
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
科
学
す

る
能
力
や
精
神
の
な
い
学
生
は
入
学
し
て
も
つ
い
て

こ
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
」

　

同
学
群
の
准
教
授
（
複
数
）
は
自
信
に
満
ち
た
口

調
で
こ
う
語
っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
と
学
問
の
両
立
を
目

指
す
の
で
あ
る
。
同
学
群
の
歴
史
と
伝
統
は
ゆ
う
に

つ
く
ば
よ
、
ト
ッ
プ
を
め
ざ
せ

～
学サ

イ

エ

ン

ス
・
シ

テ

ィ

術
研
究
都
市
50
年
・
筑
波
大
学
40
年
・
Ｔ
Ｘ
10
年
…
～

作
家
　
高
崎
哲
郎

連
載
第
５
回

筑波大サッカー場（数多くの名選手を生んだ）



ガ
ス
〉
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
企
画
を
練
り
実

施
し
た
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
大
人
で
も
抱

え
込
む
ほ
ど
の
大
き
な
サ
イ
コ
ロ
を
振
っ
て
元
気
に

遊
び
、笑
顔
の
絶
え
な
い
時
間
を
過
ご
し
た
。「
病
院
、

大
嫌
い
」
か
ら
「
病
院
、
大
好
き
」
の
子
ど
も
た
ち

が
増
え
て
し
ま
い
そ
う
、
で
あ
る
。

　
「
研
究
室
か
ら
飛
び
出
せ
」
と
言
わ
ん
ば
か
り
の

ユ
ニ
ー
ク
な
企
画
は
「
稲
敷
市
お
弁
当
作
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
あ
ろ
う
。
メ
ン
バ
ー
は
建
築
デ
ザ
イ

ン
系
の
男
女
学
生
た
ち
で
あ
る
。
同
大
学
で
は
茨
城

県
稲
敷
市
（
つ
く
ば
市
か
ら
東
南
に
約
20
㎞
、
利
根

川
下
流
べ
り
の
田
園
都
市
）
と
の
共
同
研
究
で
「
ま

ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
稲
敷
市
の
食
文

化
を
知
る
こ
と
で
「
稲
敷
市
な
ら
で
は
の
お
弁
当
を

提
案
す
る
」
と
の
目
的
で
活
動
し
て
い
る
。
稲
敷
市

で
は
い
く
つ
か
の
「
食
」
に
関
す
る
課
題
に
直
面
し

て
い
る
。
一
つ
目
は
人
口
減
少
に
よ
り
農
業
の
担
い

手
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
、
二
つ
目
は
数
多
く
の
農

作
物
に
対
し
て
加
工
食
品
が
少
な
い
た
め
同
市
の
味

４
年
の
推
進
期
間
を
終
え
た
後
も
大
学
の
授
業
と
し

て
独
自
に
継
続
さ
せ
、
10
年
近
く
が
経
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
い
う
３
Ｃ
力
の
Ｃ
と
はCom

m
unication, 

Collaboration, Cordination

（
意
思
伝
達
力
、
共

同
・
協
調
力
、
調
整
能
力
）
で
あ
る
。
こ
の
３
Ｃ
力

を
問
題
の
発
見
か
ら
企
画
、
デ
ザ
イ
ン
、
制
作
、
運

営
、評
価
と
い
う
一
連
の
流
れ
を
学
生
自
身
が
体
験
・

実
践
す
る
こ
と
で
習
得
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
る
。
学
内
だ
け
の
活
動
か
ら
、
今
や
地
域
社

会
と
連
携
し
た
活
動
に
ま
で
活
躍
の
場
を
広
げ
て
い

る
。
い
ず
れ
も
知
的
で
創
造
的
で
美
し
く
楽
し
い
の

で
あ
る
。
若
者
ら
し
い
斬
新
さ
と
チ
ャ
メ
ッ
ケ
（
遊

び
心
？
）
に
溢あ

ふ

れ
て
い
る
。◇

　

学
生
グ
ル
ー
プ
の
実
践
ぶ
り
を
見
て
み
よ
う
。

〈team

ぷ
ら
た
ん
〉（
女
子
６
人
、
男
子
１
人
、
妖

精
１
人
（
シ
ャ
レ
？
））
の
活
動
は
幅
広
い
が
、
筑

波
大
学
附
属
病
院
の
新
病
棟
の
創
作
活
動
を
紹
介
し

よ
う
。
平
成
24
年
（
２
０
１
２
）
12
月
末
、
同
大
学

付
属
病
院
の
新
病
棟
「
け
や
き
棟
」
が
オ
ー
プ
ン
し

た
。
新
病
棟
の
１
階
ロ
ビ
ー
を
病
院
の
暗
い
イ
メ
ー

ジ
か
ら
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
に
変
え
よ
う
と
、〈team

ぷ
ら
た
ん
〉は
筑
波
実
験
植
物
園
で
の
制
作
作
品（
草

木
の
拡
大
写
真
と
大
き
な
ポ
ス
タ
ー
）
を
展
示
す
る

こ
と
を
計
画
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
け
や
き
か
ら
始
ま

る
命
の
連
鎖
」
で
あ
る
。
植
物
群
の
セ
ン
ス
あ
ふ
れ

る
写
真
と
ポ
ス
タ
ー
で
飾
ら
れ
た
病
院
ロ
ビ
ー
は
、

ま
る
で
モ
ダ
ン
な
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
ど
き
で
あ

る
。重
い
空
気
の
病
院
に
居
る
こ
と
を
忘
れ
さ
せ
る
。

四
季
折
々
の
植
物
群
の
写
真
が
廊
下
壁
面
を
飾
る
の

で
あ
る
。
病
人
の
メ
ン
タ
ル
な
ケ
ア
を
目
指
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
。

　

病
院
を
舞
台
に
し
た
芸
術
活
動
で
は
〈
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
〉（
男
女
学
生
12
人
）
が
突
出
し
て
い
る
。
彼

を
広
範
囲
に
Ｐ
Ｒ
し
に
く
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
破
す
る
た
め
に
出
さ
れ
た
の

が「
お
弁
当
」で
あ
る
。お
弁
当
に
地
域
の
特
産
品（
レ

ン
コ
ン
な
ど
）
を
詰
め
て
人
々
が
一
緒
に
食
べ
る
こ

と
で
、
そ
の
土
地
の
魅
力
を
楽
し
み
な
が
ら
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た

自
然
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
期
待
で
き
る
。

　
「
お
弁
当
を
作
り
、
稲
敷
市
内
外
の
人
々
に
食
べ

て
い
た
だ
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
稲
敷
市
の
特
産
品
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
料
理
レ
シ
ピ
、
農
家
の
営
み
と

食
文
化
が
人
々
に
知
れ
渡
る
。
最
終
的
に
は
食
材
を

作
る
人
と
食
べ
る
人
の
つ
な
が
り
が
で
き
る
。
こ
の

よ
う
な
過
程
で
人
が
集
ま
っ
て
く
る
。
こ
れ
が
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
大
の
狙
い
で
あ
る
」（
ブ
ッ
ク

レ
ッ
ト
『adp12

』）。
持
続
性
を
持
つ
お
弁
当
を
提

案
し
て
い
る
。
若
者
の
食
文
化
を
通
じ
て
地
域
に
溶

け
込
も
う
と
す
る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
」
を
大
い
に

讃
え
た
い
。

◇

　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
世
界
で
働
き
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
を
研
究
し
て
い
る
私
と
し
て
は
、
総
合
大
学
・

筑
波
大
学
に
お
け
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
教
育
や
そ
の

実
践
に
関
心
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
。「
青
木
彰
記

念
講
座
〈
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
メ
デ
ィ
ア
の
現
在
〉」

は
大
学
の
授
業
と
し
て
大
い
に
評
価
に
値
す
る
。
極

め
て
実
践
的
で
あ
る
か
ら
だ
。
記
念
講
座
の
原
点

が
「
青
木
塾
」
で
あ
る
。

「
筑
波
大
学
新
聞
」
も

建
学
以
来
40
年
間
続
い

て
い
る
。
学
生
新
聞
と

は
と
て
も
思
え
な
い
高

い
レ
ベ
ル
（
内
容
や
編

集
）を
保
持
し
て
い
る
。

（『
筑
波
大
学
』（AERA

）

ら
が
掲
げ
る
モ
ッ
ト
ー
は
「
ホ
ス
ピ
タ
ブ
ル
・
イ
ン
・

ホ
ス
ピ
タ
ル
」（
病
院
で
快
適
に
）
で
あ
る
。
よ
り

具
体
的
に
は
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ア
ー
ト
イ

ベ
ン
ト
を
通
じ
て
「
病
院
の
空
気
を
お
い
し
く
す
る

こ
と
」
だ
と
い
う
。
な
か
な
か
う
が
っ
て
い
る
。
当

初
は
筑
波
大
学
附
属
病
院
を
活
動
の
拠
点
と
し
て
い

た
が
、
そ
の
後
つ
く
ば
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
病
院

で
も
活
動
を
始
め
た
。
性
質
の
異
な
る
２
つ
の
総
合

病
院
を
舞
台
に
し
て
い
る
。

　

具
体
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。「
カ
ド
ま
る
ウ
ィ
ー

ク
」。
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
世
界
を
ま
ー
る
く
、
心
も

ま
ー
る
く
」
で
あ
る
。「
カ
ド
ま
る
ス
コ
ー
プ
」
と

名
付
け
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ア
イ
テ
ム
（
独
自
に
開

発
し
た
半
透
明
の
小
道
具
）
を
持
っ
て
病
院
内
を
散

歩
し
、
院
内
の
景
色
を
ま
る
く
映
す
こ
と
で
、
病
院

で
感
じ
る
張
り
つ
め
た
気
持
ち
も
丸
く
し
た
い
、
と

い
う
も
の
だ
。
メ
ン
バ
ー
が
最
初
に
病
院
見
学
を
行

な
っ
た
際
、
白
い
・
静
か
・
非
日
常
・
ひ
ま
・
怖
い

な
ど
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
印
象
が
強
か
っ
た
。
そ
れ
ら

を
解
消
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。
話
し
合
う

中
で
出
た「
病
院
そ
の
も
の
を
変
え
る
の
で
は
な
く
、

病
院
の
見
方
を
変
え
る
」
と
い
う
発
想
か
ら
、
こ
の

企
画
が
生
ま
れ
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
当
日
は
「
カ

ド
ま
る
ス
コ
ー
プ
」
を
作
っ
た
後
、
面
白
い
景
色
を

探
し
な
が
ら
〈
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
〉
と
入
院
患
者
ら
参

加
者
で
一
緒
に
外
来
病
棟
を
散
歩
し
た
。
参
加
者
は

進
ん
で
病
院
を
歩
き
回
っ
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

意
図
は
確
実
に
参
加
者
に
伝
わ
っ
た
。

　
「
病
院
で
巨
大
す
ご
ろ
く
大
作
戦
」。
小
児
科
に
入

院
し
な
が
ら
訪
問
学
級
に
通
う
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
、
訪
問
学
級
へ
続
く
廊
下
に
自
分
が
入
っ
て
遊
べ

る
く
ら
い
な
巨
大
な
双
六
を
作
る
と
い
う
企
画
で
あ

る
。
訪
問
学
級
の
学
習
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し

て
い
る
学
生
の
ほ
か
、
医
学
生
数
人
と
〈
ア
ス
パ
ラ

や
同
大
『
未
来
構
想
大
学
講
座
』
な
ど
を
参
考
に
す

る
。
亀
谷
賢
客
員
教
授
の
ご
協
力
に
感
謝
す
る
）。

　
「
記
念
講
座
」
に
冠
さ
れ
た
青
木
彰
氏
（
１
９
２
６

‐
２
０
０
３
）
は
著
名
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
り
、

私
も
生
前
に
お
会
い
し
た
こ
と
が
あ
る
。
氏
の
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
を
略
記
す
る
と
、
氏
は
産
経
新
聞
東
京
本

社
に
記
者
と
し
て
入
社
し
社
会
部
を
中
心
に
活
躍
し

た
。社
会
部
長
時
代
に
は「
小
暴
力
追
放
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」で
同
社
初
の
新
聞
協
会
賞
を
受
賞
し
た
。
以
後
、

論
説
委
員
、
編
集
局
長
、
取
締
役
、
フ
ジ
新
聞
社
代

表
取
締
役
を
歴
任
し
て
、
１
９
７
８
年
退
職
。
筑
波

大
学
現
代
語
・
現
代
文
化
学
系
教
授
と
な
り
、
以
後

現
場
体
験
を
踏
ま
え
た
研
究
活
動
を
続
け
た
。

　

１
９
９
０
年
同
大
学
退
官
後
は
「
マ
ス
コ
ミ
界
の

重
鎮
」
と
し
て
活
躍
す
る
。
作
家
・
故
司
馬
遼
太
郎

は
青
木
氏
の
人
物
的
魅
力
に
つ
い
て
著
書
『
街
道
を

行
く
・
三
浦
半
島
記
』
の
中
で
「
お
互
い
に
若
い
こ

ろ
、
同
じ
新
聞
社
に
い
た
。
こ
の
人
が
社
会
部
デ
ス

ク
の
こ
ろ
、
事
件
が
お
こ
る
と
、
事
件
そ
の
も
の
を

こ
の
人
の
大
き
な
体
と
神
経
で
浸
し
こ
む
よ
う
に
覆

い
、
音
楽
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
音
色
を
出
さ
せ
る

と
い
う
、
余
人
の
真
似
が
た
い
指
揮
を
し
た
」
と
述

べ
て
い
る
。

　
「
記
念
講
座
」
の
開
設
経
緯
を
『
未
来
構
想
大
学

講
座
』
か
ら
引
用
す
る
。「
か
つ
て
筑
波
大
学
に
『
青

木
塾
』と
い
う
集
い
の
場
が
あ
っ
た
。
１
９
７
８
年
、

産
経
新
聞
取
締
役
編
集
局
長
、
夕
刊
フ
ジ
社
長
を
歴

任
し
た
青
木
彰
氏
が
、
筑
波
大
学
現
代
語
・
現
代
文

化
学
系
教
授
と
し
て
着
任
。
そ
の
前
歴
を
知
っ
た
マ

ス
コ
ミ
志
願
の
学
生
た
ち
が
、
就
職
相
談
に
押
し
か

け
た
の
が
始
ま
り
で
、
青
木
氏
は
週
に
一
度
、
彼
ら

を
自
宅
に
招
き
、
時
事
問
題
を
論
じ
た
り
、
作
文
を

講
評
す
る
な
ど
し
て
就
職
試
験
に
備
え
る
と
同
時

に
、
後
半
は
『
酒
盛
り
』
を
通
じ
、
記
者
時
代
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
や
自
身
が
体
験
し
た
戦
後
史
の
さ
ま
ざ
ま

な
事
件
の
裏
話
な
ど
を
語
り
、
社
会
に
巣
立
つ
直
前

の
学
生
た
ち
に
相
互
啓
発
の
場
を
作
っ
て
い
っ
た
。

い
つ
か
ら
か
学
生
た
ち
は
、そ
の
集
い
を
『
青
木
塾
』

と
呼
ん
だ
。
青
木
塾
は
１
９
９
０
年
に
青
木
氏
が
定

年
退
官
す
る
ま
で
の
12
年
間
続
き
、
延
べ
２
０
０
人

を
超
え
る
学
生
を
輩
出
し
、
マ
ス
コ
ミ
を
中
心
に
現

在
様
々
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
」。
師
弟
愛
に
よ

り
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
多
く
の
人
材
を
送
り
込
ん
だ

の
で
あ
る
。

　
「
記
念
講
座
」
の
柱
は
①
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
や
メ

デ
ィ
ア
業
界
で
活
躍
中
の
Ｏ
Ｂ
／
Ｏ
Ｇ
が
講
師
陣
と

し
て
週
替
わ
り
で
登
壇
す
る
、
②
多
彩
な
業
界
・
業

務
に
就
く
講
師
か
ら
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
最
新
の

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
・
メ
デ
ィ
ア
業
界
の
動
向
や
メ

デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
を
幅
広
く
多
面
的
に
学
ぶ
、

③
講
師
陣
は
先
輩
で
あ
り
、
大
学
生
活
と
キ
ャ
リ
ア

形
成
を
結
び
つ
け
る
た
め
の
参
考
に
な
る
。
講
師
陣

の
肩
書
を
列
記
す
れ
ば
、
日
本
経
済
新
聞
常
務
執
行

役
員
グ
ロ
ー
バ
ル
事
務
局
長
、
講
談
社
広
報
室
長
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
株
式
会
社
社
長
、
電
通
部
長
、
朝
日
新
聞

ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
補
佐
、産
経
新
聞
論
説
委
員
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
報
道
局
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
…
。
現
役

バ
リ
バ
リ
、
多
士
済
々
で
あ
る
。
学
生
た
ち
が
知
的

刺
激
を
受
け
な
い
は
ず
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
他

に
同
大
学
で
は
関
連
科
目
と
し
て
、
①
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
論
Ⅰ
・
Ⅱ
（
比
較
文
化
学
類
）
や
②
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
特
別
演
習（
社
会
学
類
）な
ど
が
あ
る
。（「
筑

波
大
学
新
聞
」
に
つ
い
て
は
次
号
以
降
で
論
じ
る
）。

（
参
考
文
献
：
『
筑
波
大
学　

IM
AG

IN
E TH

E FU
TU

RE　

by 
AERA

』(

朝
日
新
聞
出
版)

、『
筑
波
大
学
30
年
史
稿
』、『
筑

波
大
学
の
40
年
』、
筑
波
大
学
発
刊
広
報
資
料
、
つ
く
ば
市

関
連
資
料
な
ど
）

（
つ
づ
く
）。

青木彰名誉教授
（「青木塾」主宰、ジャーナリストを育成、『筑波大学』より）

巨大すごろく作戦（筑波大付属病院を明るく楽しく、『adp21』より） 


